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校長先生より 
今年度をもって定年退職を迎えられる中園順喜校長先生より、様々な思いを綴っていただきました。 

「思うは招く」 
 4 年ほど前、ある会議の講演で、植松電気専務取締役の植松努さんから聴いた言葉です。植松さんは、中学校

の三者面談のときに、「将来は飛行機やロケットの仕事がしたい。」と担任に話したのですが、担任からは「そん

なのは東大に行くような人の仕事だ。お前の成績じゃあ、とても無理。」と言われてしまいます。植松さんは中学

校の頃、成績が悪かったのです。そのときにお母さんから言われた言葉が「思うは招く」でした。 

 「思う」という行為が、状態を「招く」。良いことを思えば良いことを、悪いことを思えば悪いことを招くとい

う意味です。植松さんはその後、東大ではありませんが大学に進学し、飛行機を設計する仕事に就き、今では自

分の会社「植松電気」でロケットや人工衛星を作っているそうです。中学校の先生から「無理」と言われたこと

を、思う力で成し遂げたのです。植松さんの会社は、アメリカの NASAから、一緒に仕事をして欲しいと申し込

みがあるほどになっているそうです。 

 この話を聞いて、佐世保商業高校のモットーを「あいさつ、掃除、思い遣りで、目指せ日本一！」としたから、

本校に日本一になった生徒が出たのかもと思いました。 

 平成 27 年度の全国商業高等学校英語スピーチコンテストのスピーチ部門で優勝。このコンテストでは、その

後も優勝こそ逃していますが、何度も上位入賞しています。実は、このコンテストは、高校生が出場できるコン

テストの中でも最もレベルが高い方だと言われています。というのも、普通の英語スピーチコンテストは帰国子

女が出場できないものが多いのですが、このコンテストはできるからです。つまり、英語ペラペラの人が多い中

で力を発揮しなければならないのです。どれだけ難しいことか！ 

 平成 28 年度は、全国高等学校クリエイティヴコンテストでも最優秀賞をいただきました。当時の総合ビジネ

ス科 2 年生全員で作ったクロスステッチタペストリーが日本一に輝きました。2 年生全員の作品というところに

価値がありますね。校長室前の廊下に展示していますよ。 

 そして、何よりも嬉しかったのが、平成 30年に全国商業高等学校協会が選ぶ学校表彰を受賞したことです。こ

れは、全国の会員校約 1,400 校の中から、過去数年に渡って素晴らしい活躍を遂げた 5 校が選ばれる賞です。学

校の地域への貢献度、検定試験の取得状況、就職・進学の内定率 100％、商業に関する各種コンクールの入賞状

況、文化部・運動部の活躍など、学校活動全体が優れていると評価されたのです。私は、全国商業高校校長会総

会のおりに約 300名の全国の校長先生方の前で表彰状を受け、本当に誇らしく感じました。 

 これらのことは少し前のことですが、私が本校に来て最初に感じた「佐商は努力する生徒が多いなあ」という

印象は今も変わっていません。「努力する」ではなくて「努力できる」と言い換えても良いでしょう。検定試験に

対する姿勢はすごいですし、部活動や文化祭、体育祭でも皆さんの真剣で一所懸命な姿に感動します。様々な場

面で皆さんが活躍している姿を見るたびに、本校の生徒は素晴らしいなあと思うのです。「努力できる」というの

は一つの才能です。皆さんは才能にあふれています。 

 日本一になろうという話は、入学式やその後の新入生研修で

話しましたね。なにも誰かに勝ち続けることが日本一ではあり

ません。自分の中にこれだけは負けないと思うものを持つこと

が日本一だと話しました。ですから、「あいさつなら誰にも負け

ない」とか「誰にでも親切にする」だとか、そういうもので良

いのです。誰にも負けないと思える何かが、皆さんに自信と希

望を生み、心の支えとなってくれると確信しています。皆さん

も「思う」ことで自分の望みを「招き」、かなえてください。 

 教員生活の最後を佐世保商業高校で過ごすことができたこ

とに感謝しています。 

 

第９３回卒業証書授与式 
 ３月１日（月）、第９３回卒業証書授与式が挙行されました。コロナ対

策として出席者は卒業生とその保護者の皆様に限定し、例年に比べ少ない

人数での式でしたが、終始あたたかい雰囲気の中で式を終えることができ

ました。答辞を務めた卒業生代表の中山雄賀さん（日野）は「これまでの

３年間を振り返り、自分を支えてくれた人たちへの感謝と、自分が高校生

活で得たことをこれからの人生で生かしていきたい」と力強く述べまし

た。３年生は来月から学生、社会人として新しい生活を始めます。卒業生

の皆さんの新たな人生のステージでの活躍を心から願っています。当日お

越しいただいた保護者の皆様、お忙しい中ありがとうございました。 



 


